
 

令和６年度 第１回上越警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年６月19日（水）午後３時30分から午後５時30分まで 

開催場所  上越警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数15人）
 

 

 青山会長 君波副会長 和栗副会長 

 佐藤(正)委員 沢田委員 仲山委員 望月委員 

 髙舘委員 伊藤委員 飯田委員 熊木委員  

佐藤(洋)委員 小林委員 石田委員 

計14人 

警   察
 

内山署長 石橋会計官 遠藤地域官 柳澤刑事官 

細川警務課長 髙橋地域第一課長 江口地域第二

課長 関口地域第三課長 遠藤刑事第二課長 

若林交通課長 田島警備課長  

計11人
 

 

管内の治安概況 

署長から、令和６年３月末現在の管内の治安概況について説明があった。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり説明があっ

た。 

１ 特殊詐欺被害防止対策の推進 

(1) 街頭広報活動の強化 

  ア 年金支給日における金融機関等での広報活動の実施 

  イ 高田城址公園観桜会における広報活動の実施  

   ウ 制服警察官によるコンビニエンスストア等への立ち寄り警戒 

(2) 水際対策の強化 

   コンビニエンスストア本部及び老人クラブ連合会からの協力を得て、特殊詐欺 

被害防止に向けた声掛け訓練を実施。 

 (3) 特殊詐欺被害未然防止表彰の実施 

       特殊詐欺被害の未然防止に貢献したコンビニエンスストアや金融機関等への感 

謝状贈呈。 

２ 交通事故防止対策の推進 

 (1) 高齢者事故抑止対策の推進 

   ア 高齢者世帯訪問等による交通安全指導と夜光反射材の配布及び直接貼付 

   イ 農繁期に多発する農耕用自動車による交通事故防止広報の実施 

 (2) 新入学児童等に対する交通安全教育の推進 



    市、交通安全協会、安全運転管理者協会との連携による交通安全教育の実施 

 (3) 自転車利用者に対する広報啓発活動の推進 

   ア ５月を「自転車安全月間」に指定し駅頭で広報活動を実施 

   イ 自転車用ヘルメット着用モニターの高校生の協力を得た広報活動の実施 

 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について、下記のとおり諮問があった。 

１ 効果的な犯罪抑止活動の推進(新規) 

(1) 安心感を高める街頭活動の強化 

(2) 特殊詐欺被害防止対策の推進 

２ 悪質・重要犯罪の検挙(新規) 

 (1) 人身安全関連事案への迅速かつ的確な対応 

 (2) 連続発生している犯罪の検挙 

３ 交通事故抑止対策の推進(継続) 

 (1) 歩行者事故防止対策の推進 

 (2) 高齢者事故防止対策の推進 

 

答申     

上越警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申した。 

 

速度等取締り指針の策定    

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りの説明があり、了承し

た。 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

１ 突堤の先端まで出て魚釣りをしている人がいるが、夕方になると足下が悪くなり 

危険だと感じている。 

○ 立入り禁止場所における看板等の設置や、立ち入った者への対応は、基本的に

その場所や施設の管理者に行っていただきます。しかし、警察官がパトロールや

市民からの通報で立入禁止場所に立ち入っている人を認知した場合は、当該人物

に違法性を説明してそこから出ていただくなど、事態に応じた対応を行っていま

す。今後も、管理者への情報提供のほか、軽犯罪法の適用も視野に入れるなど、

事態に応じた対応を行うことで突堤における市民の安全を守ってまいります。 

２ ＳＮＳを利用した「投資型詐欺」で県内でも大きな被害が出ているが、行政とも

連携して被害防止を呼び掛けることが必要ではないか。 

○ 手口や被害の実態、気を付けるべきポイントなどについて、あらゆる機会を通 

じて広報に努め、この種詐欺事件被害の防止に努めてまいります。 

３ 自転車通学の生徒達にとって危険な通学路があるので、危険箇所を解消するよう



警察から学校に働きかけるとともに、行政とも情報共有していただきたい。 

○ 通学路の現状を確認したうえで、学校や道路管理者等に対する情報提供を始め 

とした必要な働きかけを通じて通学路における危険を排除し、児童・生徒の交通 

安全の確保に努めてまいります。 

４ 志ある若手職員とともに、引き続き、地域の安全で安心な暮らしを守り育てて行

かれることを期待します。 

○ 若手職員は、世の中にあまたある職業の中から警察官という職業を選び、警察 

学校での厳しい訓練を経て配属された、志のある優秀な職員達です。これら若手 

職員が元気なあまり道徳から外れることがないよう指導するとともに、各種の教 

養訓練を通じて実務能力の向上を図りながら、署を挙げて地域の安全と安心を守 

ってまいります。 

５ 新入学児童も学校に慣れ、登下校に余裕が出てきて道草をするなど危険な頃と思

います。身近なお巡りさんからのお声がけを引き続きお願いしたい。 

○ 警察では、地域のボランティアの皆様からの協力を得ながら、登下校時間帯の 

通学路警戒を行っています。子供達が事件事故の被害に遭う危険がある場合は当 

然のこととして、それ以外にも「おはよう」や「お帰り」など、子供達と警察の 

距離を縮める声掛けについても、これまで同様積極的に行ってまいります。 

６ 地域の神社にさい銭泥棒が入ったので鍵を掛けましたが、今度はその鍵が壊され

てしまい、修繕に多額の費用がかかりました。防犯対策があれば教えてください。 

 ○ 犯人を検挙するため、防犯カメラの設置をお勧めします。警察においても、当

該神社へのパトロールを強化いたします。 

７ 頻度は多くないものの、夜間、大きな音を出して走行するバイクが数台あり迷惑

しています。 

○ 大きな音を出して走行するバイクがあった場合には１１０番通報してくださ 

い。当該バイクに違法改造があれば整備通告書を交付するなど、状況に応じて対 

応します。 

 

その他  

○ 議事に先立ち、署長から今年度新規に委嘱された委員に対して委嘱状の交付が

行われた。 

 


